




米国合板界の問題
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  現在米国の合板界に於いて、合板の製造上、及びその製品に就いて解決を要するものと
して問題となっている諸点を箇条書きにして参考に供したい。
  生産上の焦点として単板の面では次のものが挙げられている。

1） ニレ、ブナ、アスペン、ソフトメープル等は現在大量に用いられていない樹種である
が、これ等から単板を製造する研究を行い、且つ、これによる合板の販路を開拓する
ことも考慮しなければならないであろう。

2） 単板用原木スチーミングの問題
3） 単板の切削、及びロータリーレースに於いて生ずる廃材処理
4） 単板に対するテンダライザー使用の問題は以前からその必要が言われているが、現在

余り使用されていない状況にある。

単板の乾燥面
1）単板の安定の問題に就き行われている研究を更に続行し、単板の収縮、反り、割れ、そ

の他切削した単板を合板としてから生ずる変化等をなくするようにしたい。合板厚の不
均一からも多くの問題を生ずるが、これは単板含水率が均一でない場合も同様である。
乾燥中の単板の反り、単板の好適乾燥速度に対する研究の必要が認められる。単板乾燥
を上手にやるために、含水率測定計器の普及が必要であろう。

2）これと関連し、最近のように 150℃以上の高温で単板を乾燥した場合の単板の接着性に
変化が生ずるか否かは興味ある問題であるが、高温に於いては木材の極性が減少するの
で、グルー面が剥離し易くなるのではないかとの見解が述べられているのは注目に値す
ることであろう。

3）単板の赤外線乾燥は実験室規模以外に行われたデータはなく、実際に行っている所もな
いようである。

接着
1） 現在のグルーに於ける研究は新しいものを造り出すことよりも、従来のものをモデファ

イして使用して行こうとする方向に向っており、とにかくグルーラインコストの低下が
第一の要点として行われている。

2） 接着剤使用者の罹りやすい疾病の予防対策
3） スプライサー用に好適な接着剤
4） 平らで薄い合板を製造する研究を更に掘下げて行う必要がある。これは新しいタイプの

接着剤、及び低含水率の単板を使用することによって解決の方途の見出される可能性が
ない訳でもない。

製品の一般的な面
1）合板の塗装を改善して、アルコールや熱に対し丈夫な塗装被覆を行うようにしなければ

ならない。ホットプレスで塗装面を硬化させるような合板表面処理をするような改善方
策も考えられる。酒をこぼした場合に跡がついたり、煙草の火で焼焦げを作ったり、そ
の種の傷跡のつかないよう。又、日光にさらされても色が褪せないようにすること



が当面の問題となっている。塗装の色調を安定させる点については新しい塗装物質を導
入しなければならないであろう。

2）合板の音響に関する諸性質に就いての知見を広めるために更に研究の必要が望まれる。
これによってラジオ、テレビジョン、ハイフイ、建築等の分野に合板及びその製品を使
用出来るようになって行くであろう。これにはラジオやテレビの研究所の協力が望まし
い。又、建築規定に就き更に多くの研究をつんで、合板がビルの建設等にもっと使用さ
れるようにしなければならない。

3）合板の曲げ性質につき更に事実に則したデータの得られることが望ましい。
4）合板の接着力の性能テストに関連した品質管理を発展させること。このためには合板接

着力のテストを好適なものとするよう改善に努力を払う必要がある（ドン・ブルース氏
発言）

5）米松合板のひどい表面割れに対してはよく使用者側から苦情を申し込まれる。この問題
に対しては合板販売業者が簡単に行えるようなテスト方法を案出し「使用者の手に渡っ
て何らかに作られてしまってから表面割れを生じてくるようなものは初めから販売し
ないようにすることが出来ないものだろう」という意見が提起されているのには同感す
る。

6）広葉樹合板に就いては本当に平らで薄い合板を作るよう業界の努力することが望ましい。
このため合板の新しい構成方法が探究されなければならないであろう。

  以上が米国林産物研究協会の単合板部門のパネルディスカッションの概要である。我国
と同じような問題で苦労している面も見受けられるのは共感を覚えさせられることであろ
う。


